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１．はじめに

　著者は、医薬品の価格や制度（受診時医療、医
薬品に係る薬価や医療保険制度等）、価値に関する
意識や興味関心の実態を様々な属性ごとに把握す
る目的で、Webアンケート調査「医薬品の価格や
制度、価値に関する意識調査」（以降、本調査と記
載）を実施した。
　本調査の結果報告その１として、国民の医薬品
の価格や制度への意識や興味関心、意識や興味関
心の高い層の特徴等について、続いて、その２と
して、国民が重視する医薬品の価値について、政
策研ニュース No.67１）及び No68２）（以降、「前稿」
と記載）で、述べている。
　本稿では、本調査の結果報告その３として、医
薬品の価格や制度、価値について、知ることへの
国民の期待、望ましいと考える手段、機会や時期
について述べる。なお、本稿でも、前稿に引き続
き、「医療的な価値以外の価値」を重視する集団の
特徴に着目し、分析、報告する。

２．調査・分析方法

〈調査方法〉
　Web アンケート調査は、以下の方法で実施し
た。なお、回答者がインターネットを使用できる
人に限定される等、調査の特性として限界がある
ことを事前に提示しておく。
　①調査地域：全国47都道府県

　②対象：20歳以上の男女
　③回答者数：2,118人
　④�抽出方法：インターネット調査用パネルより
層別無作為抽出

　⑤調査方法：インターネット調査
　⑥調査期間：2022年６月20日～22日
　⑦調査機関：株式会社インテージヘルスケア
※�調査サンプル（地域、年齢、性別）は、全国の
人口構成比にできる限り合わせて、回収した。

〈分析方法〉
　クロス集計並びに、線形確率モデルによる多重
回帰分析を用いている。

３．回答者の属性

　回答者の属性に関わる主な情報を末尾に付表す
る。

４．調査・分析結果

医薬品の価格や制度、価値について、知ることへ
の期待
　まず、医薬品の価格や制度、価値について、知
ることへの期待の程度やその内容を把握するた
め、「深く知る機会があったとしたら、自身にどの
ような変化が生じると思うか」を尋ね、回答（複
数回答）を得た。その結果を、回答割合が高い順
に並べて示す。（図１）なお、前稿で定義した２つ
の「医療的な価値以外の価値」を重視する集団別
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の結果も併記する。集団は、複数回答時に、「医療
的な価値以外の価値」を一度でも選択回答した人
（1,032人、48.7％、ただし「生産性」と「社会復
帰・復職」と「介護負担の軽減」全てを選択回答
した人は除く）を集団１、複数回答時に、「生産
性」と「社会復帰・復職」と「介護負担の軽減」
全てを選択回答した人（236人、11.1％）を集団２
とした。また、知ることへの期待項目を被説明変
数とし、選択回答した場合に１をとり、そうでな
い場合に０、集団１および集団２を説明変数とし
た線形確率モデルによる多重回帰分析を行い、統
計学的に有意であった特徴を表１に記載してい
る。
　その結果、「薬について理解や納得感が高まる」
が53.2％と最も高く、「適正な使用ができる」が49.1
％、「薬に興味・関心が高くなる」が41.3％、「薬
の価値やありがたみを感じるようになる」が37.5
％、「医師や薬剤師に相談しやすくなる」が33.5％、
「薬について身近に感じるようになる」が29.4％、
「明細書３）を見たいと思う」が21.2％、「製薬会社

へのイメージが変わる」が14.8％と続いた。なお、
「変化は生じない」という回答は12.2％であった。
　これらの結果より、医薬品の価格や制度、価値
について知ることによる様々な変化への期待が示
された。また、期待する内容としては、「理解や納
得感が高まる」、「興味・関心が高くなる」「価値や
ありがたみを感じるようになる」といった項目で
回答が多かったことから、自身の意識や興味・関
心が高まることが示された。また、医薬品の「適
正な使用ができる」や「医師や薬剤師に相談しや
すくなる」、「明細書を見たいと思う」といった回
答も上位に多かったことから、医療に直面した際
の行動も変化する期待があることが示された。
　「医療的な価値以外の価値」を重視する集団で
は、集団２つに共通して、知ることへの期待の回
答割合の高い順番は、全体と同様であった。いず
れもその割合は全体より高く、また、その傾向は
集団１より集団２で大きかった。「変化は生じな
い」とする回答は、集団１および集団２では、全
体より割合が低かった。

３）明細書とは、「医療機関を受診し処方された薬を薬局で受け取る際に支払い額が書かれている明細書」のこと。

図１　価格や制度、価値について知ることへの期待

質問：�あなたは、薬の価格や制度、価値について、深く知る機会があったとしたら、あなたご自身にどのような変化が
生じると思いますか。（あてはまるもの全て）
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出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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　また、多重回帰分析の結果より、集団１は、期
待する各項目への選択確率が高かった。集団２も
期待する各項目への選択確率が高かった。期待す
る項目への係数の比較（項目毎）をすると、集団
１よりも集団２で高かったことから、集団２が影
響していることが推測される。
　これらの結果より、「医療的な価値以外の価値」
を重視する集団では、集団２つに共通して、より
期待する確率が高く、集団２は集団１に比べて、
いずれの項目でも、より期待する確率が高いこと
が示された。集団２が肯定的な回答をする方向へ
の偏りがある可能性も否定はできないものの、「医
療的な価値以外の価値」を重視する集団、特に集
団２では、医薬品の価格や制度、価値について知
ることで自身の意識や興味・関心の高まり、医療
に直面した際の行動変化にも、期待ができる可能
性がある。

価格や制度、価値について、知ることへの望まし
いと考える手段
　次に、医薬品の価格や制度、価値について、知
ることへの望ましいと考える手段を把握するた
め、「どのような手段が望ましいと思うか」を尋
ね、回答（複数回答）を得た。その結果を、回答
割合が高い順に並べて示す。（図２）なお、「医療
的な価値以外の価値」を重視する集団別の結果も
併記する。また、知ることへの望ましいと考える
手段項目を被説明変数とし、選択回答した場合に
１をとり、そうでない場合に０、集団１および集
団２を説明変数とした線形確率モデルによる多重
回帰分析を行い、統計学的に有意であった特徴を
表２に記載している。
　その結果、「テレビ」が64.1％と最も高く、「医
師や看護師、薬剤師等医療従事者から聞く」が44.2
％、「新聞」が39.0％、「学校教育など、何らかの

表１　価格や制度、価値について知ることへの期待：「医療的な価値以外の価値」を重視する集団別
� n＝2,118

知ることへの期待
医療的な価値以外の価値を重視する集団
集団１ 集団２
n＝1,032 n＝236

薬について理解や納得感が高まる
高 高
29.3％ 47.3％

適正な使用ができる
高 高
25.9％ 42.9％

薬に興味・関心が高くなる
高 高
20.2％ 43.3％

薬の価値のありがたみを感じるようになる
高 高
20.7％ 42.5％

医師や薬剤師に相談しやすくなる
高 高
21.6％ 45.7％

薬について身近に感じるようになる
高 高
14.6％ 30.8％

明細書を見たいと思う
高 高
9.5％ 32.0％

製薬会社へのイメージが変わる
高 高
8.3％ 25.1％

変化は生じない
低 低
23.0％ 22.5％

集団１：�複数回答時に、医療的な価値以外の価値を一度でも選択回答した人、ただし集団２を除く　n=1,032
集団２：�複数回答時に、生産性と社会復帰・復職と介護負担の軽減、すべてを選択回答した人、n=236
注１：�知ることへの期待項目を被説明変数とし、選択回答した場合に１をとり、そうでない場合に０、集団１および集団２

を説明変数とした線形確率モデルによる多重回帰分析を実施
注２：�統計的有意差があったもの（10％水準で有意）を特徴として表内上段、Coef（係数）を下段に記載
出所：�「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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図２　価格や制度、価値について知ることへの望ましいと考える手段

質問：薬の価格や制度、価値を伝えるためには、どのような手段が望ましいと思いますか。（あてはまるもの全て）
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出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成

表２　価格や制度、価値について知ることへの望ましいと考える手段：
「医療的な価値以外の価値」を重視する集団別

手段
医療的な価値以外の価値を重視する集団
集団１ 集団２
n＝1,032 n＝236

テレビ 高 高
8.7％ 22.2％

医師や看護師、薬剤師等、医療従事者から聞く 高 高
15.4％ 32.1％

新聞 高 高
10.9％ 20.3％

学校教育など、何らかの場面で習う 高 高
19.7％ 39.8％

ウェブサイト・アプリ 高 高
9.4％ 27.4％

雑誌、書籍 高 高
8.2％ 21.0％

SNS やブログ等のコミュニティサイト 高 高
7.9％ 22.9％

YouTube などの動画サイト 高 高
9.0％ 19.2％

家族や友人、知人等から聞く ― 高
― 13.6％

� n＝2,118
集団１：複数回答時に、医療的な価値以外の価値を一度でも選択回答した人、ただし集団２を除く　n=1,032
集団２：複数回答時に、生産性と社会復帰・復職と介護負担の軽減、すべてを選択回答した人、n=236
注１：�手段項目を被説明変数とし、回答を選択した場合に１をとり、そうでない場合に０、集団１および集団２を説明変数

とした線形確率モデルによる多重回帰分析を実施
注２：統計的有意差があったもの（10％水準で有意）を特徴として表内上段、Coef（係数）を下段に記載
出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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場面で習う」が37.0％、「ウェブサイト・アプリ」
が30.7％と続いた。その他0.9％には、「地域の広
報」、「ラジオ」の他、「わからない」という回答も
あった。
　これらの結果より、「テレビ」や「新聞」が上位
に多いことは、マスメディアが国民生活に浸透し
ている４）わが国では、医薬品の価格や制度、価値
に限らず、情報入手のための手段とし信頼が高い
と言える。「医師や看護師、薬剤師等医療従事者か
ら聞く」や「学校教育など、何らかの場面で習う」
といった回答も上位に多かったことから、人を介
した受動的な手段への要望も高いことが示され
た。

　続いて、医薬品の価格や制度、価値について知
ることへの望ましいと考える手段について、あら
かじめ区分した属性別（表３）の特徴を分析した。
それぞれの手段を被説明変数とし、回答を選択し
た場合に１をとり、そうでない場合に０、属性区
分を説明変数とした線形確率モデルによる多重回
帰分析により、統計学的に有意であった属性の特
徴を、表４に示す。望ましいと考える手段が高い
割合を示した順に、上から記載している。
　主な結果として、医薬品の価格や制度、価値に
ついて知ることへの望ましいと考える手段とし
て、「テレビ」が望ましいとするのは、「無職者」、
「介護の必要な家族無」、「自覚健康度高」と回答し

４）電通総研、第７回「世界価値観調査」レポート

表３　属性の分類

属性 属性の分類 回答者（数、全体に対する割合）

性 ・男
・女

男：1,016人、48.0％
女：1,102人、52.0％

年代 ・低年代（20代～40代）
・高年代（50代以上）

低年代：868人、41.0％
高年代：1,250人、59.0％

職業
・有職者
・無職者
・その他

有職者：1,248人、58.9％
無職者：844人、39.8％
その他：26人、1.2％

最終学歴

・中・高／専門・高専・短大卒（低）
・大学卒業／大学院修了（高）
・その他
・答えたくない

低：1,315人、62.1％
高：734人、34.7％
その他：６人、0.3％
答えたくない：63人、3.0％

世帯年収
・600万円未満（低）
・600万円以上（高）
・分からない／答えたくない

低：1,007人、47.5％
高：437人、20.6％
分からない／答えたくない：674人、31.8％

介護の必要な家族 ・有
・無

有：364人、17.2％
無：1,754人、82.8％

現在の受診・疾患 ・有
・無

有：1,173人、55.4％
無：945人、44.6％

医療費負担額 ・５万円未満（小）
・５万円以上（大）

小：1,440人、68.0％
大：678人、32.0％

医療費負担感 ・感じていない（小）
・感じている（大）

小：749人、35.4％
大：1,369人、64.6％

自覚健康度
（現在の健康状態）

・健康（高）
・健康ではない（低）

高：1,625人、76.7％
低：493人、23.3％

注１：推定モデルにおけるそれぞれの説明変数であるダミー変数⑴に下線を引いている
注２：�職業「その他」は０、最終学歴「その他」は０、「答えたくない」は欠測値、世帯年収「分からない／答えたくない」

は欠測値とした
出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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た属性で、選択確率が高かった。続いて、「医師や
看護師、薬剤師等医療従事者から聞く」ことが望
ましいとするのは、「女性」、「介護の必要な家族
有」、「受診・疾患有」、「医療費負担額大」、と回答
した属性で、選択確率が高かった。また、「新聞」
が望ましいとするのは、「高年代」、「無職者」、「最
終学歴高」、「受診・疾患有」、「医療費負担額大」、
「医療費負担感小」、「自覚健康度高」と回答した属
性で、選択確率が高かった。「無職者」は、属性区
分間でも係数が大きく、影響の大きい属性区分で
あることが推定された。また、「受診・疾患有」、
「自覚健康度高」も次いで係数が大きく、影響のあ
る属性区分であることが推定された。「学校教育な
ど、何らかの場面で習う」ことが望ましいとする
のは、「女性」、「最終学歴高」、「世帯年収低」、「医
療費負担感小」、「自覚健康度高」と回答した属性
で、選択確率が高かった。「ウェブサイト・アプ
リ」、「SNS やブログ等のコミュニティサイト」、
「YouTube などの動画サイト」といった電子媒体

が望ましいとするのは、共通して「有職者」と回
答した属性で、選択確率が高かった。
　「医療的な価値以外の価値」を重視する集団で
は、集団２つに共通して、望ましい手段の多い順
番は、全体と概ね同様の傾向であった。集団２で
は、いずれの手段も全体より大きく増加していた。
手段の中では、集団１では「学校教育等何らかの
場面で習う」（62.7％、３番目）、集団２では「ウ
ェブサイト・アプリ」（50.4％、４番目）が、全体
に比べて、上位に挙がっていた。
　多重回帰分析の結果より、集団１は、知ること
への望ましいと考える各手段への選択確率が高か
った。集団２も知ることへの望ましいと考える各
手段への選択確率が高かった。知ることへの望ま
しいと考える各手段項目への係数の比較（項目毎）
をすると、集団１よりも集団２で高かったことか
ら、集団２が影響していることが推測される。
　これらの結果より、「医療的な価値以外の価値」
を重視する集団では、「学校教育など、何らかの場

表４　価格や制度、価値について知ることへの望ましいと考える手段：属性ごとの特徴

� n＝1,430

設問項目
知ることの手段：属性ごとの特徴傾向

性 年代 職業 最終学歴 世帯年収 介護の必
要な家族

受診・
疾患

医療費
負担額

医療費
負担感

自覚
健康度

テレビ
無職者 無 高
7.2％ 8.3％ 7.4％

医師や看護師、薬剤師
等、医療従事者から聞く

女性 有 有 大
7.3％ 8.0％ 8.8％ 6.3％

新聞
高 無職者 高 有 大 小 高
4.9％ 19.8％ 7.8％ 10.0％ 5.5％ 7.3％ 9.7％

学校教育など、何らかの
場面で習う

女性 高 低 有 小 高
11.5％ 9.4％ 6.2％ 10.1％ 5.5％ 7.4％

ウェブサイト・アプリ
有職者
6.6％

雑誌、書籍
大
6.1％

SNS やブログ等のコミ
ュニティサイト

有職者 有
9.6％ 4.9％

YouTube などの動画サ
イト

有職者
10.4％

家族や友人、知人等から
聞く

女性
3.5％

注１：�手段項目を被説明変数とし、回答を選択した場合に１をとり、そうでない場合に０、属性区分を説明変数とした線形確率モデルによる多重回
帰分析を実施

注２：統計的有意差があったもの（10％水準で有意）を特徴として表内上段、Coef（係数）を下段に記載
注３：欠測値を有する方は解析から除外した
出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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面で習う」や「ウェブサイト・アプリ」がより多
く望まれていたことから、集団２への情報提供の
際には、「ウェブサイト・アプリ」も有効である可
能性が考えられた。

価格や制度、価値について、知ることへの望まし
いと考える機会や時期
　次に、医薬品の価格や制度、価値について知る
ことへの望ましいと考える機会や時期を把握する
ため、「どのような機会、時期が望ましいと思う
か」を尋ね、回答（複数回答、上位１つ）を得た。
結果を、回答割合が高い順に並べて示す。（図３）
なお、「医療的な価値以外の価値」を重視する集団
別の結果（上位１つ）も、併記する。また、知る
ことへの望ましいと考える機会や時期項目を被説
明変数とし、選択回答した場合に１をとり、そう
でない場合に０、属性区分を説明変数とした線形
確率モデルによる多重回帰分析を行い、統計学的
に有意であった特徴を表５に記載している。
　その結果、複数回答では、「学校教育（義務教
育）」が48.4％と最も高く、「学校教育（高等学校）」
が42.8％、「社会人教育」が38.6％、「医療機関や薬

局での勉強会」が33.3％、「製薬企業による発信等」
が32.8％と続いた。一方で、最も望ましいと考え
る機会や時期（上位１つ回答）では、「学校教育
（義務教育）」が28.1％、「学校教育（高等学校）」が
14.7％、後の順位に変動があり、「製薬企業による
発信等」が14.0％と続き、「医療機関や薬局での勉
強会」が12.6％、「社会人教育」が11.0％となって
いた。その他1.2％には、「政治」、「健康診断時」の
他、「わからない」という回答もあった。
　続いて、前項と同様に、医薬品の価格や制度、
価値について知ることへの最も望ましいと考える
機会や時期について、あらかじめ区分した属性別
の特徴を分析した。それぞれの機会や時期を被説
明変数とし、回答を選択した場合に１をとり、そ
うでない場合に０、集団１および集団２を説明変
数とした線形確率モデルによる多重回帰分析によ
り、統計学的に有意であった属性の特徴を、表６
に示す。望ましいと考える機会や時期が高い割合
を示した順に、上から記載している。
　主な結果として、医薬品の価格や制度、価値に
ついて知ることへの機会や時期について、「学校教
育（義務教育）」が最も望ましいとするのは、「低

図３　価格や制度、価値について知ることへの望ましいと考える機会や時期

質問：薬の価格や制度、価値を伝えるためには、どのような機会、時期が望ましいと思いますか。
　　　（あてはまるもの全て、最も望ましいと思うもの一つ）
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学校教育（義務教育）

学校教育（高等学校）

社会人教育

医療機関や薬局での勉強会

製薬企業等による発信等

高齢者向け教育

市民講座

学校教育（専門学校・大学以上）

保険者

その他

Total(複数回答、上位1つ回答)

複数回答 上位1つ回答

28.4

15.8

11.9

13.4

11.3

7.8

4.0

4.0

2.8

0.6

34.3

12.3

17.4

8.1

10.6

5.1

2.5

4.7

4.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40%

学校教育（義務教育）

学校教育（高等学校）

製薬企業等による発信等

医療機関や薬局での勉強会

社会人教育

市民講座

高齢者向け教育

保険者

学校教育（専門学校・大学以上）

その他

医療的な価値以外の価値重視集団別（上位1つ回答）

TOTAL 集団1 集団2n＝2,118 n＝2,118

出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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表５　価格や制度、価値について知ることへの最も望ましいと考える機会や時期：属性ごとの特徴

� n＝1,430

設問項目（１回答のみ）
知ることの最も望ましい機会や時期：属性ごとの特徴傾向

性 年代 職業 最終学歴 世帯年収 介護の必
要な家族

受診・
疾患

医療費
負担額

医療費
負担感

自覚
健康度

学校教育（義務教育） 低 無
5.8％ 7.3％

学校教育（高等学校） 高 小
7.2％ 5.4％

製薬企業等による発信等 女性 低
5.6％ 3.9％

医療機関や薬局での勉
強会

大
4.4％

社会人教育

市民講座（全世代対象） 高
2.6％

高齢者向け教育 無 有
2.8％ 3.3％

保険者ごとの学習機会 無
2.6％

学校教育（専門学校・大
学以上）

有
2.8％

注１：�機会や時期項目を被説明変数とし、選択回答した場合に１、そうでない場合に０、属性区分を説明変数とした線形確率モデルによる多重回帰
分析を実施

注２：統計的有意差があったもの（10％水準で有意）を特徴として表内上段、Coef（係数）を下段に記載
注３：欠測値を有する方は解析から除外した
出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成

表６　価格や制度、価値について知ることへの望ましいと考える機会や時期：
「医療的な価値以外の価値」を重視する集団別

望ましい時機（複数回答） 最も望ましい時機
医療的な価値以外の価値を重視する集団 医療的な価値以外の価値を重視する集団

集団１ 集団２ 集団１ 集団２

学校教育（義務教育） 高 高 ― 高
11.3％ 29.4％ ― 8.2％

学校教育（高等学校） 高 高 ― ―
15.0％ 32.5％ ― ―

製薬企業等による発信等 高 高 低 ―
5.8％ 27.3％ 3.6％ ―

医療機関や薬局での勉強会 高 高 ― 低
12.8％ 35.8％ ― 4.8％

社会人教育 高 高 ― ―
15.4％ 38.4％ ― ―

市民講座（全世代対象） 高 高 ― 低
11.0％ 32.4％ ― 3.0％

高齢者向け教育 高 高 ― 低
14.2％ 34.3％ ― 2.4％

保険者ごとの学習機会 高 高 ― ―
10.7％ 35.5％ ― ―

学校教育（専門学校・大学以上） 高 高 ― ―
10.7％ 33.5％ ― ―

� n＝2,118
集団１：複数回答時に、医療的な価値以外の価値を一度でも選択回答した人、ただし集団２を除く　n=1,032
集団２：�複数回答時に、生産性と社会復帰・復職と介護負担の軽減、すべてを選択回答した人、n=236
注１：�機会や時期項目を被説明変数とし、回答を選択した場合に１をとり、そうでない場合に０、集団１および集団２を説明変数とし

た線形確率モデルによる多重回帰分析を実施
注２：統計的有意差があったもの（10％水準で有意）を特徴として表内上段、Coef（係数）を下段に記載
出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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年代」、「受診・疾患無」、と回答した属性で、選択
確率が高かった。続いて、「義務教育（高等学校）」
が最も望ましいとするのは、「最終学歴高」、「医療
費負担額小」、と回答した属性で、選択確率が高か
った。「製薬企業による発信等」が最も望ましいと
するのは、「女性」、「自覚健康度低」と回答した属
性で、選択確率が高かった。また、「医療機関や薬
局での勉強会」が最も望ましいとするのは、「医療
費負担額大」と回答した属性で、「高齢者向け教
育」が最も望ましいとするのは、「介護の必要な家
族無」、「受診・疾患有」と回答した属性で、「保険
者（自分の所属する保険組合など）ごとの学習機
会」は「受診・疾患無」と回答した属性で、選択
確率が高かった。
　「医療的な価値以外の価値」を重視する集団にお
いて、最も望ましいと考える機会や時期（上位１
つ回答）では、集団１は、知ることへの望ましい
と考える機会や時期の選択割合、多い順の特徴の
傾向、共に全体と類似していた。集団２では「学
校教育（義務教育）」が34.3％、次いで「製薬企業
による発信等」が全体と比べ17.4％と高い割合を
示し「学校教育（高等学校）」が12.3％と続いた。
　多重回帰分析の結果より、複数回答では、集団
１、集団２共に、知ることへの望ましいと考える

各機会や時期への選択確率が高かった。知ること
への望ましいと考える各機会や時期項目への係数
の比較（項目毎）をすると、集団１よりも集団２
で高かったことから、集団２が影響していること
が推測される。最も望ましいと考える機会や時期
（上位１つ回答）では、有意差のつかなかったもの
が多いが、集団２「学校教育（義務教育）」の選択
確率が高かった。
　これらの結果より、「医療的な価値以外の価値」
を重視する集団２では「製薬企業からの発信等」
が全体より多く選択回答され、望まれていたと言
える。集団２は、日頃から、「製薬企業からの発信
等」に注目し、信頼や期待を寄せている可能性が
ある。

価格や制度、価値について知ることへの望ましい
と考える機会や時期の理由
　次に、医薬品の価格や制度、価値について、知
ることへの望ましいと考える機会や時期の理由を
把握するため、「前設問での回答（最も望ましいと
思う機会、時期）が望ましいと考えるのはどうし
てか」を尋ね、回答（複数回答）を得た。結果は、
最も望ましいと考える機会や時期の回答割合が高
かった順に上位４つまでを図4-1、4-2に示す。な

図4-1　価格や制度、価値について知ることへの望ましいと考える機会や時期の理由

質問：�薬の価格や制度、価値を伝える機会や時期として、「前設問の回答」が最も望ましいとお考えになるのはどうし
てですか。
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医療費（保険料や自己負担額）を自分で払い始める頃だから

誰でも参加しやすいから

年齢でなく、 興味関心が高い人を対象とすべきだから

社会に出た後に学ぶべきだから

一人で医療機関を受診したり、 薬を受け取る前の年齢だから

その他

「学校教育（義務教育）」 回答者︓（28.1％、 596人）
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義務教育は、 無償で誰しもが受けられるから

学ぶ時間が確保しやすいから

誰でも参加しやすいから

価格や制度、 価値を学ぶには適切な年齢と考えるから

年齢でなく、 興味関心が高い人を対象とすべきだから

一人で医療機関を受診したり、 薬を受け取る頃の年齢だから

一人で医療機関を受診したり、 薬を受け取る前の年齢だから

その他

n＝596 n＝311

「学校教育（高等学校）」 回答者︓（14.7％、 311人）

出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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お、本文中には、提示した機会や時期（９つ）す
べての理由の概要を記載する。
　最も高い割合を示した「学校教育（義務教育）」
については、「義務教育は、無償で誰しもが受けら
れるから」が77.0％と最も高く、「学ぶ時間が確保
しやすいから」が48.7％、「誰でも参加しやすいか
ら」が22.7％、「価格や制度、価値を学ぶには適切
な年齢と考えるから」が21.8％と続いた。次いで
高い割合を示した「学校教育（高等学校）」につい
ては、「学ぶ時間が確保しやすいから」が59.2％と
最も高く、「価格や制度、価値を学ぶには適切な年
齢と考えるから」が56.9％、「一人で医療機関を受
診したり薬を受け取る頃の年齢だから」が27.7％
と続いた。「製薬企業による発信等」については、
「薬について最も詳しいから」が51.0％と最も高
く、「知りたいと思う人がいつでも正しい情報を入
手できそうだから」が44.9％と続いた。「医療機関
や薬局での勉強会」については、「かかりつけ医や
かかりつけ薬局で教えてほしいと思うから」が
42.9％と最も高く、「医療を受診したり薬を受けと
る機会が増えるから」が37.2％、「薬について最も
詳しいから」が33.1％、「知りたいと思う人がいつ
でも正しい情報を入手できそうだから」が32.3％

と続いた。続く、「社会人教育」については、「医
療費（保険料や自己負担額）を自分で払い始める
頃だから」が54.5％と最も高く、「価格や制度、価
値を学ぶには適切な年齢と考えるから」が49.8％、
「医療を受診したり薬を受けとる機会が増えるか
ら」が30.5％、「知りたいと思う人がいつでも正し
い情報を入手できそうだから」が26.2％、「一人で
医療機関を受診したり、薬を受け取る頃の年齢だ
から」が24.9％と続いた。「高齢者向け教育」につ
いては、「医療を受診したり薬を受けとる機会が増
えるから」が62.9％、「市民講座（全世代対象）」に
ついては、「誰でも参加しやすいから」が63.0％、
「学校教育（専門学校・大学以上）」については、
「価格や制度、価値を学ぶには適切な年齢と考える
から」が47.6％、「保険者（自分の所属する保険組
合など）ごとの学習機会」については、「保険者
（健康保険組合など）の学習機会であれば参加しや
すいから」が50.0％と最も高かった。
　これらの結果より、価格や制度、価値について
知ることへの望ましいと考える機会や時期の理由
では、教育機会の面では、「義務教育」は無償で誰
しもが受けられる平等な点が支持され、「義務教
育、高等学校教育」は、学ぶ時間の確保のしやす

図4-2　価格や制度、価値について知ることへの望ましいと考える機会や時期の理由

質問：�薬の価格や制度、価値を伝える機会や時期として、「前設問の回答」が最も望ましいとお考えになるのはどうし
てですか。
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知りたいと思う人がいつでも正しい情報を入手できそうだから

医療を受診したり薬を受けとる機会が増えるから

年齢でなく、医療に関わる機会が多い人を対象とすべきだから

医師や薬剤師と話ができるから

年齢でなく、興味関心が高い人を対象とすべきだから

誰でも参加しやすいから

待ち時間／空き時間を有効利用できるから

学ぶ時間が確保しやすいから

その他
n＝296

「製薬企業による発信等」回答者︓（14.0％、296人） 「医療機関や薬局での勉強会」回答者︓（12.6％、266人）
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かかりつけ医やかかりつけ薬局で教えてほしいと思うから

医療を受診したり薬を受けとる機会が増えるから

薬について最も詳しいから

知りたいと思う人がいつでも正しい情報を入手できそうだから

年齢でなく、医療に関わる機会が多い人を対象とすべきだから

誰でも参加しやすいから

年齢でなく、興味関心が高い人を対象とすべきだから

医師や薬剤師と話ができるから

待ち時間／空き時間を有効利用できるから

学ぶ時間が確保しやすいから

その他 n＝266

出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成
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さ、一人での受診等の機会が増えることと合わせ
て、学ぶには適切な年齢と考えられていた。「社会
人教育」は、医療費を自分で払い始める頃として、
学ぶには適切な年齢であると考えられていた。平
等な義務教育に加え、受診や医療費の支払いとい
った医療への関りを実感する年代での教育機会が
望まれ、学ぶには適切な年代と捉える年ごろには、
幅があることが明らかになった。また、薬につい
て最も詳しいとして「製薬企業による発信等」が
支持されていた。受診機会がある人には、受診機
会を利用し、かかりつけ医やかかりつけ薬局で教
えてほしいとする声もあることがわかった。

５．まとめ

　本調査結果より、明らかとなった医薬品の価格
や制度、価値について、知ることへの期待、望ま
しいと考える手段、機会や時期について、前稿と
同様に、医薬品による治療等の波及効果として実
現する「医療的な価値以外の価値」を重視する集
団の特徴を中心に分析し、その結果を述べてきた。
　まず、医薬品の価格や制度、価値について、国
民には知りたいとの期待があると言える。また、
期待する内容からは、自身の意識や興味・関心が
高まることに加え、医薬品の適正使用や、医師や
薬剤師への相談といった、医療に直面した際の行
動も変化する期待があることがわかった。また、
「医療的な価値以外の価値」を重視する集団、特に
集団２では、期待する確率が高いことから、大き
な変化が期待できる可能性がある。
　価格や制度、価値について知る手段としては、
情報入手のための手段として一般的に信頼が高い
「テレビ」や「新聞」、加えて、「医師や看護師、薬
剤師等医療従事者から聞く」や「学校教育など、
何らかの場面で習う」といった人を介した受動的
な手段も、多くの人に望ましい手段であると考え
られていた。知る手段として、「新聞」が望ましい
と考えるのは、「無職者」、「受診・疾患有」、「自覚
健康度高」との関連が大きく、また、「ウェブサイ
ト・アプリ」、「SNSやブログ等のコミュニティサ
イト」、「YouTubeなどの動画サイト」といった電
子媒体が望ましいとするのは「有職者」といった

ように、属性による違いも明らかになった。「医療
的な価値以外の価値」を重視する集団では、「学校
教育など、何らかの場面で習う」や「ウェブサイ
ト・アプリ」が、より多く望まれていたことから、
集団２への情報提供の際には、「ウェブサイト・ア
プリ」も有効である可能性が考えられた。
　価格や制度、価値について知る機会や時期とし
ては、「学校教育（義務教育）」、「学校教育（高等
学校）」が多くの人に望ましい機会や時期であると
考えられ、「学校教育（義務教育）」は「低年代」、
「受診・疾患無」という属性に、「学校教育（高等
学校）」は「最終学歴高」、「医療費負担額小」とい
う属性に多く選ばれていた。また、「製薬企業から
の発信等」については、最も望ましい機会や時期
回答時、３番目に多く選ばれたことから期待が高
いことが示唆され、「女性」、「自覚健康度低」とい
う属性に多く選ばれていた。「医療的な価値以外の
価値」を重視する集団２でも、「製薬企業からの発
信等」への期待が高く、日頃から、「製薬企業から
の発信等」に注目し、信頼や期待を寄せている可
能性がある。義務教育や高等学校での教育は、医
療への関り（受診や疾患）が少ない人に、製薬企
業からの発信は健康に何らかの不安を抱える人に
支持、期待を寄せられている可能性がある。
　価格や制度、価値について知る機会や時期の選
択理由としては、「義務教育」は無償で誰しもが受
けられる平等な点が支持され、「義務教育、高等学
校教育」は、学ぶ時間の確保のしやすさ、一人で
の受診等の機会が増えることと合わせて、学ぶに
は適切な年齢と考えられていた。また、「薬につい
て最も詳しい」として「製薬企業による発信等」
が選ばれ、受診機会がある人には、受診機会を利
用し、かかりつけ医やかかりつけ薬局で教えてほ
しいとする声もあることがわかった。
　医薬品の価格や制度、価値について、知りたい
との期待に応えていく検討に当たっては、国民を
ひとくくりにせず、属性ごとの要望の違いやその
背景にある理由も考慮しながら、適切な手段、機
会や時期を見極めて設定していく必要がある。
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６．おわりに

　くすりと製薬産業に関する生活者意識調査５）に
おいても、入手したい情報に「薬価の仕組み（薬
の価格について）」や「医療制度に関すること」が
一定程度挙げられていたように、国民には、医薬
品の価格や制度、価値について、知りたいとの期
待がある。そして、より深く知ることで、自身の
意識や興味関心の高まりだけでなく、公的医療や
保険財政等の社会課題にも影響しうる行動の変化
も期待ができるとなれば、知る機会を設けない手
はないだろう。「これからのヘルスリテラシー」６）

によると、納得がいく意思決定は情報に基づく意
思決定である、とされる。また、個人の行動を変
えるには環境そのものを変える必要がある、とも
ある。単に「薬価」がいくらかを知らせればよい
わけではなく、医薬品の価格や制度（受診時医療、
医薬品に係る薬価や医療保険制度等）、価値全般に
ついて、国民が正しい情報を得ながら、わかるよ
うにする道筋をつくることが、国民にとって納得
性の高いものとなるまず一歩なのではないだろう
か。
　ただし、医薬品の価格や制度、価値に関する国
民の認識は十分ではない７）こと、また例えば薬価
制度ひとつを例にとっても複雑でわかりにくい現
状を踏まえ、知ることが出来る機会を、単回でな

く複層、かつ、ニーズある複数の手段で設ける等、
真に伝わるステップの検討と、平易に伝える工夫
も肝要である。また、製薬産業には、寄せられた
期待が大きい８）実態も踏まえ、正しい情報を伝え
ることにより一層、貢献していかなければならな
い。
　今回の分析でも、「医療的な価値以外の価値」
（「適切な患者への投与」、「生産性」、「社会復帰・
復職」、「介護負担の軽減」、「医療従事者の負担軽
減」）を重視する集団の特徴がいくつか見出され
た。価格や制度、価値について知りたいとの期待
が大きく、自身の意識や興味・関心、医療に直面
した際の行動も大きな変化が期待できる可能性の
ある集団である。手段として「ウェブサイト・ア
プリ」等の個々の生活スタイルに合わせて気軽に
アクセスできるツール、機会や時期として「製薬
企業からの発信等」にも期待を寄せていることが
わかった。まずは、製薬産業として、こうした「医
療的な価値以外の価値」を重視する集団に、テレ
ビや新聞だけでなく「ウェブサイト・アプリ」の
活用も視野に、より理解を深められる情報提供を
する、また、国民の皆様に広く「医療的な価値以
外の価値」が何なのか知ってもらえるよう情報提
供をする、こうしたところから始められたらよい
のではないだろうか。

５）日本製薬工業協会、「第16回くすりと製薬産業に関する生活者意識調査」（2022年11月）、https://www.jpma.or.jp/news_
room/issue/survey/lofurc000000uv9q-att/all.pdf（参照：2023/1/31）

６）中山和弘、これからのヘルスリテラシー、講談社、2022年12月
７）１）にて、筆者は、薬価が公定価格であること等の認識については十分とは言えないことを記載。
８）厚生労働省「医薬品産業ビジョン2021」には、公的な性格を有する医薬品産業について理解を深められるよう、官民を
挙げて、医薬品産業の情報発信に取り組む必要がある旨の記載がある。

https://www.jpma.or.jp/news_room/issue/survey/lofurc000000uv9q-att/all.pdf
https://www.jpma.or.jp/news_room/issue/survey/lofurc000000uv9q-att/all.pdf
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付表　回答者の属性

属性 内訳（人） 割合

性別
男性 1,016 48.0％
女性 1,102 52.0％

年代

20～29歳 232 11.0％
30～39歳 270 12.7％
40～49歳 366 17.3％
50～59歳 365 17.2％
60～69歳 323 15.3％
70歳以上 562 26.5％

職業

会社員 512 24.2％
会社役員・管理職 81 3.8％
公務員・団体職員 120 5.7％
自営業 76 3.6％
自由業・専門職 43 2.0％
派遣・契約社員 107 5.1％
パート・アルバイト 309 14.6％
学生 32 1.5％
専業主婦・専業主夫 408 19.3％
無職 404 19.1％
その他 26 1.2％

居住エリア

北海道 91 4.3％
東北 145 6.8％
関東 131 6.2％
京浜／一都三県 617 29.1％
北陸 123 5.8％
東海 239 11.3％
京阪神 350 16.5％
中国 125 5.9％
四国 64 3.0％
九州 233 11.0％

最終学歴

中学校卒業 58 2.7％
高等学校卒業 759 35.8％
専門学校・高専卒業 289 13.6％
短期大学卒業 209 9.9％
４年制大学卒業 656 31.0％
６年制大学卒業 11 0.5％
大学院修了 67 3.2％
その他 6 0.3％
答えたくない 63 3.0％

属性 内訳 割合

介護が
必要な

家族の有無

自分が主に介護している家族がいる 121 5.7％
主な介護者ではないが、同居家族に介
護が必要な人がいる 92 4.3％

主な介護者でもなく、同居していない
家族に介護が必要な人がいる、または
施設にいる

151 7.1％

いない 1,754 82.8％

最近１年間
の医療費
負担額

０円 178 8.4％
５千円未満 214 10.1％
５千円以上～１万円未満 323 15.3％
１万円以上～５万円未満 725 34.2％
５万円以上～10万円未満 355 16.8％
10万円以上 323 15.3％

医療費
負担感

とても負担に感じている 210 9.9％
負担に感じている 389 18.4％
やや負担に感じている 770 36.4％
あまり負担に感じていない 581 27.4％
負担に感じていない 102 4.8％
まったく負担に感じていない 66 3.1％

世帯年収

200万円未満 189 8.9％
200万円以上～400万円未満 462 21.8％
400万円以上～600万円未満 356 16.8％
600万円以上～800万円未満 191 9.0％
800万円以上～1000万円未満 126 5.9％
1000万円以上 120 5.7％
分からない／答えたくない 674 31.8％

自覚健康度
（現在の
健康状態）

とても健康 91 4.3％
健康 423 20.0％
どちらかといえば健康 1,111 52.5％
どちらかといえば健康ではない 322 15.2％
健康ではない 124 5.9％
まったく健康ではない 47 2.2％

現在の受診・
疾患

現在の受診・疾患有 1,173 55.4％
現在の受診・疾患無 945 44.6％

� n＝2,118

出所：「医薬品の価格や制度、価値に関する意識調査」結果を基に医薬産業政策研究所にて作成


